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プラズマを用いた炭素薄膜生成において，プラ

ズマ中の炭素負イオンは生成薄膜の物性に影響

を与えると考えられる．本研究では，アルゴンガ

ス中の炭素電極間放電により炭素含有プラズマ

を生成し，プラズマ中の負イオン密度を半導体レ

ーザーによる光脱離反応を用いて測定している．

形成された炭素薄膜については走査電子顕微鏡

（SEM）および X線回折（XRD）によって調査

する． 

本研究に用いた炭素電極間放電中の負イオン

測定系の概略図を Fig. 1 に示す．実験に用いた円

筒型炭素電極は，内径 19 mm，外径 23 mmで長

さは 45 mmであり，14 mmの間隔で設置されて

いる．また，炭素電極はアルミニウム製フランジ

に固定されており，そのフランジに直径 30 mm，

厚さ 1.1 mmのホウケイ酸ガラス製基板が設置さ

れている．用いた半導体レーザーの波長は，2.33 

eV のエネルギーを有する 532 nmであり，これは

炭素の電子親和力である 1.26 eVを上回っている． 

光脱離信号（Iphoto）の空間分布特性を Fig. 2に

示す．炭素電極の円筒中心を 0 mmとし半径方向 

 

Fig. 1 A schematic diagram of negative ion measurement in a 

discharge between hollow carbon electrodes. 

 

に 0 mmから 5 mmまで Langmuir probe を動かし

て測定を行った．Fig. 2 より円筒中心から半径方

向にむけて信号は大きくなり 3 mmでピークを取

りその後減少する． 

 

Fig. 2 Spatial distribution of the photodetachment signal. 

 

しかし，観測された光脱離信号はノイズに対して

小さく変化幅が大きいため，より大きな炭素負イ

オン生成が期待される大型炭素ホローカソード

を用いることが有効と考えられる．Fig. 3 に内径

16 mm，外径 22 mmのホローカソードを備えた

測定系の概略図を示す．装置は炭素製のモノプラ

ズマトロン中間電極を有しており，浮遊電極は外

径 48 mmである． 

 
Fig. 3 A new schematic diagram of negative ion measurement 
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